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民間まとめ

件

日経とウイルソン・ラーニングが研修で手を組みました
経済知力の向上に役立つ数々のカリキュラムをど提供　ウイルソン・ラーニングは、産業心理学や行動科学の

してきた日本経済新聞社と、ビジネススキルを磨く研　理論に基づいた独自の理論で、多くのグローバル
、い．＿．こち＿一、ノガロ＿　ゐ聾から言い評判を確廿してい

よこ

亨

新線綻永日

北
海
道
の
基
幹
産
業
、
農
業
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
↑
P
P
）
交
渉
や
農
協
改
革
に
揺
れ
て
い
る
。
環
境
変
化
に
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
危
機
を
突
破
す
る
の
に
は
何
が
必
要
か
。
北
の
大
地
で
芽
生
え
つ
つ
あ
る
変
革
の
う
ね
り
を
通
じ
、
日

本
の
食
料
供
給
基
地
の
未
来
を
探
る
。
初
回
は
厳
し
い
気
候
を
乗
り
越
え
広
大
な
荒
れ
地
を
耕
し
、
日
本
の
食
料
供
給
基
地

を
か
た
ち
づ
く
っ
た
開
拓
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
農
の
未
来
を
切
り
開
く
自
立
し
た
生
産
者
た
ち
の
姿
を
追
っ
た
。

「
コ
ス
ト
は
さ
ら
に
下
げ
国
内
の
畜
産
、
酪
農
を
支
え

ら
れ
る
。
競
争
力
を
高
め
て
た
い
」
。
2
0
0
6
年
1
2
月

の
会
社
設
立
か
ら
8
年
。
延

与
雄
一
郎
社
長
（
彗
率
い

る
ノ
ベ
ル
ズ
（
上
士
幌
町
）

に
急
成
長
し
た
。

経
営
の
根
幹
を
支
え
る
の

は
〓
産
取
り
肥
育
」
と
呼

ぶ
肉
牛
の
独
自
の
育
て
方

だ
。
和
牛
と
乳
牛
を
掛
け
合

わ
せ
た
交
雑
種
の
雌
牛
に
、
．

和
牛
の
受
精
卵
を
彩
植
し
て

繁
殖
さ
せ
る
。
高
く
売
れ
る

和
牛
の
子
牛
の
販
売
で
利
益

を
稼
い
だ
う
え
で
、
出
産
後

の
親
牛
は
ハ
ー
ブ
を
混
ぜ
た

エ
サ
で
長
期
間
肥
育
し
「
十

勝
ハ
ー
ブ
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド

で
肉
牛
と
し
て
出
荷
す
る
。

こ
う
し
た
「
世
界
で
も
例

が
な
い
」
と
い
う
肥
育
事
業

モ
デ
ル
を
確
立
で
き
た
背
景

に
は
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削

減
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。
受

精
卵
を
つ
く
る
技
術
を
独
自

に
開
発
し
、
外
部
調
達
に
比

べ
費
用
を
3
分
の
1
に
圧

縮
。
輸
入
飼
料
へ
の
依
存
を

下
げ
る
た
め
、
道
内
で
牧
草

や
飼
料
作
物

畜
産
、
大
規
模
化
を
追
求

の
生
産
に
力

を
入
れ
る
。

1
2
年
か
ら

生
産
性
が
必
要

北
海
道
の
農
家
l
戸
当
た

り
の
耕
地
面
積
は
1
3
年
で
約

盟
粉
と
全
国
平
均
の
1
0
倍
以

上
。
1
戸
当
た
り
の
乳
用
牛

の
飼
養
頭
数
も
1
1
3
頭
と

全
国
平
均
の
約
1
・
5
倍
だ
。

霞
農
者
が
増
え
続
け
る
中
、

北
海
道
の
農
業
生
産
額
が
こ

の
2
0
年
横
ば
い
を
維
持
し
て

き
た
の
は
規
模
拡
大
の
効
果

が
大
き
い
。

政
府
の
「
強
い
農
業
づ
く

り
」
で
も
大
規
模
化
は
柱
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
る
。
た
だ

単
に
規
模
を
拡
大
す
る
だ
け

で
は
効
果
は
乏
し
く
、
設
備

投
資
の
増
大
な
ど
で
逆
に
経

営
リ
ス
ク
を
高
め
か
ね
な

い
。
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
よ

る
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
、
一
段
と
欠
か
せ
な
く

なる。

グ
ル
ー
プ
は
計
約
1
万
8
千

頭
の
肉
牛
と
乳
牛
を
飼
育
す

る
道
内
屈
指
の
大
規
模
牧
場

農
業
危
機
に
変
革
の
芽

円

酪
農
に
参
入
し
た
の
も
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
経
営
力
を
よ

り
強
化
す
る
た
め
だ
。
肉
牛

で
培
っ
た
一
産
取
り
肥
育
の

技
術
を
生
か
し
、
市
況
の
変

動
が
激
し
い
肉
牛
事
業
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な

が
る
。
道
内
で
肉
牛
と
酪
農

の
大
規
模
複
合
経
営
は
珍
し

い
が
、
「
重
要
な
の
は
牛
の

管
理
。
不
安
は
な
い
」
と
話

す。
1
4
年
1
0
月
に
は
飼
育
す
る

肉
牛
を
担
保
に
、
み
ず
ほ
銀

行
な
ど
5
つ
の
金
融
債
関
か

ら
約
4
7
億
円
の
協
調
融
資
を

受
け
る
契
約
を
結
ん
だ
。
詞

達
資
金
の
一
部
で
1
8
年
度
ま

で
に
、
飼
育
乳
牛
を
道
内
で

首
位
の
4
0
0
0
～
5
0
0

0
頭
と
、
現
在
の
4
倍
以
上

に
ま
で
増
や
す
計
画
。
「
日

本
一
の
牧
場
を
つ
く
る
」
日

長
に
向
け
、
事
業
拡
大
の
ア

ク
セ
ル
を
踏
む
。

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
．

法
人
向
け
補
償
制

道
銀
、
来
月
2
日

北
海
道
銀
行
は
2
月
2
日

か
ら
法
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
補
償
制

度
を
設
け
る
。
利
用
者
の
パ

ソ
コ
ン
を
遠
隔
操
作
し
て
不

正
送
金
す
る
な
ど
の
被
害
が

国
内
で
相
次
ぐ
こ
と
に
対
応

す
る
。
1
件
あ
た
り
の
補
償

限
度
額
は
3
千
万
円
だ
。
使

い
捨
て
の
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド
を
同
時
に
導
入
し
、

畑
一
面
を
雪
が
覆
い
始
め

た
2
0
1
4
年
1
2
月
上
旬
。

新
篠
津
村
の
大
塚
フ
ァ
ー
ム

の
加
工
施
設
で
干
し
イ
モ
が

で
き
て
い
た
。
原
料
に
使
う

の
は
有
機
栽
培
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
。
収
穫
後
に
一
定
期
間

保
存
し
、
糖
度
を
高
め
て
か

ら
加
工
す
る
。
皮
む
き
や
切

断
も
す
べ
て
手
作
業
だ
。

「
年
間
を
通
じ
て
安
定
し

た
仕
事
が
生
ま
れ
る
。
雇
用

大
塚
フ
ァ
ー
ム
社
長

大
塚
裕
樹
氏

で
の
役
割
は
大
き
い
」
。
大

塚
裕
樹
社
長
（
製
は
加
工

事
業
の
意
義
を
話
す
。
約
1
8

粉
の
農
地
で
野
菜
や
ヨ
メ
を

生
産
す
る
一
方
、
プ
リ
ン
や

ス
ー
プ
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
な

ど
年
商
の
約
2
瓢
を
稼
ぐ
加

工
品
事
業
を
育
て
上
げ
た
。

農
家
の
4
代
目
だ
が
、
農

薬
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
。
就

農
当
時
か
ら
有
機
栽
培
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
「
農
家
を

続
け
る
に
は
他
に
選
択
肢
が

な
か
っ
た
」
か
ら
。
全
国
の

先
駆
的
な
農
家
を
訪
ね
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
大
根
、
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
4
0
品
種
以
上
の
農
作

技
術
を
身
に
つ
け
た
。

市
場
へ
出
荷
す
る
と
相
場

の
乱
高
下
で
、
経
営
は
安
定

し
な
い
。
就
農
し
て
す
ぐ
に

小
売
店
や
外
食
店
と
の
契
約

栽
培
中
心
に
切
り
替
え
た
。

販
路
や
市
場
動
向
に
合
わ

せ
、
作
物
の
種
類
や
作
付
面

積
を
毎
年
変
え
る
。
加
工
事

業
へ
の
参
入
は
有
機
野
菜
の

値
段
の
高
さ
や
価
値
が
分
か

ら
な
い
と
敬
遠
す
る
消
費
者

が
、
手
に
取
る
き
っ
か
け
作

り
の
た
め
。

ト
マ
ト
の
味
を
競
う
「
ト

マ
ト
甲
子
園
」
で
栽
培
し
た

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
3
年
連
続
で

優
勝
す
る
な
ど
生
産
者
と
し

て
の
市
場
評
価
は
高
い
。
そ

れ
で
も
未
知
の
加
工
分
野
に

挑
む
の
は
、
「
よ
り
多
く
の

消
費
者
に
食
べ
て
も
ら
う
機

会
を
増
や
し
た
い
」
と
の
思

い
が
あ
る
。

年
内
に
は
新
た
な
加
工
施

設
を
建
設
し
、
従
業
員
向
け

の
寮
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
後
継
者
と
な
る

3
人
の
息
子
と
と
も
に
「
あ

と
1
0
0
年
、
こ
の
地
で
農

業
を
続
け
る
」
と
い
う
信
念

が
事
業
を
支
え
て
い
る
。

小
坂
農
園
社
長

小
坂
幸
司
氏

付
加
価
値
が
課
題

北
海
道
は
農
業
産
出
額
で

全
国
で
断
ト
ツ
だ
が
、
加
工

や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
通
じ
、

農
作
物
の
付
加
価
値
を
高
め

る
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い

た
。
付
加
価
値
額
が
出
荷
に

占
め
る
割
合
を
示
す
「
付
加

価
値
率
」
は
長
く
全
国
で
最

下
位
ク
ラ
ス
に
と
ど
ま
る
。

生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
手
掛
け
る
6
次
産
業
化
は

農
業
の
付
加
価
値
を
高
め
る

手
段
だ
。
た
だ
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
や
人
材
の
育
成
は
一

朝
一
夕
に
進
ま
な
い
。
自
立

で
き
る
生
産
者
は
限
ら
れ

る
。
地
域
や
外
部
企
業
と
の

連
携
が
必
要
に
な
る
。

「
北
海
道
の
お
い
し
い
お

コ
メ
で
す
」
。
2
0
1
4
年

日
月
下
旬
、
小
坂
農
園
（
む

か
わ
町
）
の
小
坂
幸
司
社
長

（
4
7
）
は
台
湾
の
百
貨
店
の

コ
メ
売
り
場
に
い
た
。
「
な

な
つ
ぼ
し
」
や
「
ふ
っ
く
り

ん
こ
」
な
ど
収
穫
し
た
ば
か

り
の
新
米
を
地
元
客
に
売
り

込
む
た
め
だ
。

台
湾
で
売
る
コ
メ
の
利
益
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は
国
内
の
わ
ず
か
6
割
ほ
ど

だ
。
日
本
で
は
高
級
旅
館
や

飲
食
店
か
ら
毎
年
多
く
の
指

名
買
い
が
入
り
「
販
売
に
は

困
っ
て
い
な
い
」
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
赤
字
覚
悟
で
海

外
市
場
の
開
拓
に
挑
む
。
背

景
に
は
将
来
へ
の
危
機
感
が

ある。国
内
の
コ
メ
消
費
は
減
少

が
続
い
て
い
る
。
政
府
は
1
8

年
度
を
め
ど
に
減
反
政
策
を

廃
止
す
る
方
針
を
決
め
、
「
コ

メ
相
場
は
し
ば
ら
く
確
実
に

下
が
る
」
。
販
売
環
境
は
こ

の
先
一
段
と
厳
し
く
な
る
と

み
ら
れ
る
が
、
一
方
で
「
勝

ち
残
っ
た
生
産
者
に
は
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
る
」
と
分
析
す

る。
も
と
も
と
農
協
＼
に
は
頼
ら

ず
、
国
内
の
販
路
は
自
ら
開

拓
し
て
き
た
。
「
海
外
も
同

近
蕗
の
ア
ジ
ア
だ
け
を
み

輸
出
ご
く
わ
ず
か
て
も
、
人
口
増
と
所
葺
で

北
海
道
農
政
事
務
所
に
よ
質
の
高
い
食
料
品
へ
の
需
要

契
約
者
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

道
銀
の
法
人
向
け
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契

約
は
約
1
万
7
千
件
。
l
月

下
旬
ご
ろ
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド
を
作
る
専
用
機
械
を

全
契
約
者
に
無
料
で
送
る
。

る
と
、
1
3
年
の
北
海
道
の
農

林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
車

は
6
0
4
億
円
。
サ
ケ
や
ホ

タ
テ
な
ど
水
産
物
が
中
心

で
、
農
作
物
は
ナ
ガ
イ
モ
な

ど
一
部
の
み
。
農
業
産
出
額

で
1
兆
円
を
超
え
る
規
模
と

比
べ
る
と
ご
く
わ
ず
か
だ
。

は
飛
産
前
に
伸
び
る
。
コ
ス

ト
義
争
力
で
見
劣
り
し
て
い

た
道
警
叩
に
市
場
開
拓
の
余

地
は
増
し
て
い
る
。
生
産
者

の
竺
息
や
努
力
と
合
わ
せ

て
、
物
流
網
の
整
備
な
ど
北

海
道
全
体
で
の
支
援
体
制
が

求
め
ら
れ
る
。

じ
。
営
業
す
る
こ
と
に
抵
抗
転
作
補
助
金
を
増
や
し
た
。

は
な
い
」
。
い
ち
早
く
道
産

米
の
輸
出
に
取
り
組
ん
だ
札

幌
市
の
コ
メ
専
門
店
と
と
も

に
、
H
年
号
台
湾
で
の
販

売
を
開
始
。
全
体
に
占
め
る

割
合
は
わ
ず
か
だ
が
、
1
4
年

産
の
輸
出
量
は
初
年
度
の
約

5
倍
に
誓
書
見
通
し
だ
。

政
府
は
減
反
廃
止
の
方
針

に
合
わ
せ
て
、
飼
料
米
へ
の

し
か
し
、
自
身
は
飼
料
米
作

付
け
を
1
4
年
産
か
ら
や
め
て

主
食
米
に
切
り
替
え
た
。
「
お

い
し
い
コ
メ
を
つ
く
る
の
が

生
産
者
の
仕
事
」
と
言
い
切

る
。
増
産
し
た
コ
メ
の
販
路

で
狙
う
の
が
海
外
だ
。
「
将

来
は
現
地
で
コ
メ
を
栽
培
し

た
い
」
。
挑
戦
に
終
わ
り
は

ない。

は
2
0
1
4
年
4
～
1
2
月
の

道
内
の
公
共
工
事
の
請
負
金

額
が
8
5
3
3
億
円
で
、
前

年
同
期
に
比
べ
3
％
減
っ
た

と
発
表
し
た
。
1
4
年
度
の
国

の
当
初
予
算
で
は
4
％
増
だ

っ
た
が
、
補
正
予
算
に
よ
る

公
共
工
事
が
前
年
同
期
は
ど

な
い
た
め
と
、
同
社
は
み
る
。

1
4
年
度
は
期
初
に
公
共
工
事

の
発
握
が
集
中
し
、
9
月
以

降
は
前
年
同
期
を
や
や
下
回

る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

発
注
者
別
で
は
市
町
村
が

8
％
増
え
2
7
9
6
億
円
と

最
多
。
学
校
の
耐
震
化
な
ど

道
内
倒
雇
、
最
少
の
澄

昨
年
建
設
、
公
共
工
事
が
寄
与

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
北
海

道
支
社
が
6
日
発
表
し
た
2

0
1
．
4
年
の
道
内
倒
産
件
数

（
負
債
総
額
1
千
万
円
以
上
）

は
前
の
年
に
比
べ
1
4
％
減
の

3
0
1
件
と
1
9
7
1
年
の

た
。
負
債
総
額
は
9
0
％
減
の

5
6
5
億
6
7
0
0
万
円
と

1
9
8
9
年
以
来
2
5
年
ぶ
り

の
低
水
準
だ
っ
た
。
公
共
工

事
の
増
加
を
背
景
に
建
設
業

の
倒
産
が
減
っ
た
。
外
国
人

改
善
の
追
い
風
と
な
っ
た
。

倒
産
が
減
っ
た
の
は
業
種

別
で
は
建
設
が
3
4
％
減
の
6
5

件
だ
っ
た
。
卸
売
り
が
2
7
％

減
の
3
8
件
、
サ
ー
ビ
ス
・
他

は
1
3
％
減
の
6
6
件
だ
っ
た
。

る
な
か
で
価
格
改
定
は
進
め

ら
れ
す
、
倒
産
に
つ
な
が
っ

た
事
例
が
あ
る
も
よ
う
。

先
行
き
に
つ
い
て
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
北
海
道
支
社
は

「
電
力
再
値
上
げ
や
人
件
費

上
昇
な
ど
不
安
要
素
は
多

い
。
金
融
債
閑
の
支
援
が
手

控
え
ら
れ
れ
ば
倒
産
が
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
す
る
。

1
4
年
1
2
月
単
月
の
倒
産
件

数
は
2
8
％
増
の
2
3
件
だ
っ

た
。
負
債
総
額
は
4
2
％
増
の

訪
億
7
6
0
0
万
円
だ
っ

た
。
同
支
社
は
「
年
末
は
倒

産
が
増
加
し
や
す
い
傾
向
が

あ
る
。
1
4
年
は
2
0
件
台
と
低

水
準
だ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

2
4
件
だ
っ
た
。
燃
油
代
が
変

新
千
歳
－
高
雄
週
5
往
復

中
華
航
空
、
観
光
客
増
に
弾
み

、
上
′
〇
〇

′
℃
始
日
■
r
一
－
二
一
－
昌
ニ
r
三

加
に
よ
る
価
格
上
昇
を
映
し

た
。
道
南
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
は

主
に
噴
火
湾
（
内
浦
湾
）
で

養
殖
し
て
お
り
、
道
内
で
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
、
宗
谷
に
続
く

主
産
地
だ
。

渡
島
管
内
の
ス
ル
メ
イ
カ

の
生
産
高
は
海
水
温
な
ど
海

洋
環
境
変
化
の
影
響
で
数
量

・
金
額
と
む
2
0
％
以
上
減
っ

た
。
コ
ン
プ
は
数
量
が
7
％

増
、
金
額
が
1
2
％
増
。
全
魚
種

ご
ま
改
畳
ま
9
垢
戒
だ
が
金

ワ
シ
が
出
漁
隻
数
の
増
加
で

好
調
だ
っ
た
。
サ
ン
マ
も
漁

期
が
長
か
っ
た
こ
と
で
増
え

た
。
水
揚
げ
数
量
は
同
1
7
％

増
の
1
2
万
9
5
0
0
㌔
で
2

年
連
続
の
増
加
。

道
内
公
共
工
事

請
負
額
3
％
減

4
～
1
2
月

北
海
道
建
設
業
信
用
保
証

の
事
業
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
国
は
2
1
％
減
の
2
6
8

4
億
円
、
道
庁
は
8
％
減
り

1
7
2
2
億
円
。
1
6
年
3
月

に
薪
函
館
北
斗
ま
で
の
開
業

を
控
え
る
北
海
道
新
幹
線
の

駅
舎
な
ど
の
整
備
の
た
め
、

独
立
行
政
法
人
等
は
5
5
6

億
円
と
2
0
％
増
え
た
。

地
域
別
に
見
る
と
、
道
南

は
8
2
3
億
円
と
3
％
増
え

た
が
、
道
央
、
道
東
、
道
北

は
い
ず
れ
も
減
っ
た
。

－．■△早・藻草・

（
地
名
は
支
店
長
）

北
洋
銀
行

（
1
月
1
3
日
）
登
別
、
小
幡
功


